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令和６年10月 22 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 秋田市上北手荒巻字堺切24-2

名 称 特定非営利活動法人 あきたパートナーシップ

代表者 理事長 畠山 順子

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況
初回登録年月日：Ｒ3年 11月 19日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

þ経済

þ社会

☐環境

秋田県内の課題解決

に向けた活動の支援

秋田県内の課題解決に取り

組んでいる団体等の運営や

活動等の支援や、NPO等と

行政・企業等の協働を推進

する事業を実施する。

・NPO、ボランティア

活動等の相談対応

・市民活動向け事業開催

(2023→2024)

4

11

17

þ経済

þ社会

☐環境

職員のスキルの向上

職員のスキルの向上の為の

研修会等の参加を推進す

る。（職員１人当たり、１

回以上の参加）

・職員全員対象の研修会

の開催（4回）

・他団体開催の研修会参

加

(2023→2024)

４

８

☐経済

☐社会

þ環境

資源の節約と効率的

な利用

消耗品のリユース・リサイ

クル品、環境配慮製品等の

利用を推進。

(消耗品のリユース・リサイ

クル品使用率2021 2%

→ 2030 50％ )

消耗品のリユース・リサ

イクル品使用率2023

13%

(2023→2024)

7

13

中間支援組織として秋田県内における民間非営利組織の運営・活動の支援と市民、行政、企

業との協働を進める事で、持続可能な社会を目指します。

特定非営利活動法人 あきたパートナーシップ



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべてに人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


